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『『早期発見・早期治療早期発見・早期治療』』

『『低侵襲・安全低侵襲・安全』』

“がん”との戦いは早く見つけ、局所に対処することに尽きる

機器は予防、検診、診断、治療とその効果判定、
フォローアップの総てに活躍している

検診

フォローアップ診断 治療

予防



X線
超音波
CT 
MR
PET
内視鏡
分子ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞ
腫瘍ﾏｰｶによる体外診断

予防・検診・診断
遺伝子診断

治療 人工臓器

DDS、遺伝子治療、再生医療
放射線（IMRT※）

手術シミュレーション
画像支援下低侵襲手術

予防・検診・診断・治療を支える医療機器

※IMRT:強度変調放射線治療


